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Fig.2.Transversesectionsoftheherbalstemsof〃hα加species.A:Egem"""α(G11),B:EpQcAJrlada
(P18):1:Transvelsesection,2:DetaileddrawingofthetransverSesection・Abbreviations-C;cambium,
cd;crystalsand,cu;cUticule,ep;epidermis,fbe;subepidelamalfiberbundle,fbc;corticalfiberbundle,fbp;
fiberbundleofvascularbundlesheath,fm;medullaryfiber,m;pith,pa;"lisadetissue,ph;phloem,sto;
stoma,xy;xylem.
群（一株内の平均値は28～53群)．1群を構成す
る繊維数は11～37個であるが，30個以上認められ
ることはまれである．繊維の径は18～30"mで，
木化しない．繊維群の形状は，表皮に接する部分
を底辺とする著しく放射方向に長い三角形を呈す‐
る．皮層部繊維群は通常10群以上．繊維の径は20
~28"mで，木化する株もあるが，髄内繊維の
木化程度に比して顕著でない．維管束鞘繊維群の
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Distr.:Kalopani-Tukuche(P3:MS9465044,P4:
MM932393早,P5:MM932394旱,P6:MM
932396,P7:MS8860847,P8:MM932302$P9:
HO8330608);Tukuche-Jomsom(P10:MS
8860974f,P11:MM933000,P12:MM932321
d",P13:MM932322¥,P14:MM932323",
P15:MM932325f,P16:MM932326¥,P17:
MM932327平,P18:MM932329¥,P19:MM
933203早,P20:-MS9465040f,P21:HO8330640
f,P37:MM9323177,P38:MM932319f);
nearJomsom(P22:MM932379",P23:MM
932380早,P24:MM932381f,P25:MM932383
f);Jomsom-Kagbeni(P26:MM932335cF,P27:
MM932333J．P28:MM932339早,P29:HO
8343051cP);nearKagbeni(P30:MM932348c",
P31:MM932349旱,P32:MM9551115,P33:MM
932350¥,P34:MM9551114,P35:MM9551112,
P36:MM9551110,P39:MM9551109,P40:MM
9551108,P41:MM9551107,P42:MM9551106,
P43:MM932373f,P44:MM932351¥,P45:
MM932352¥);nearJharkot(P46:MM9551079,
P47:MM9551077¥,P48:MM9551074,P49:
MM932355¥,P50:MM932368¥,P51:MM
932369¥,P52:MM9551083早,P53:MM
932358旱,P54:MS9465034早,P55:MM
9551103早);Jharkot-Muktinath(P56:MS
9465033¥,P57:MM9551089,P58:MM932366
P59:MM932367¥,P60:MM9551085,P61:MM
9551088)．
Ⅲ.｢TSHE」および「RAIU」の形態および原
植物
1．「TSHE｣(Fig.1-A):ネパー ル，カトマン
ズのチベット医院KunphenMedicalでの入手品，
1993年8月16日(KANP2415).
地上部の全形品で，長さ7～14cm,主に黄緑
褐色を呈する草質茎で，基部に黒褐色の短い木質
茎を有する．草質茎は径1.8～1.9mm,節間の長
さは通常2.0～4.5cm,とくに短いものでは1.2cm.
表面には線状の筋が認められるが，非常に滑らか
である．節には茶色の鱗片葉が残存していること
もあるが,多くは脱落している．花，果実はとも
に認められない．節間横切面において表皮下繊維
群数が15～21群，その一群を構成する繊維数が26
～34個であることから，組織学的にEgem㎡jα"α
であることを確証した．
2.｢TSHE｣(Fig.l-B):ネパー ル，ダウラギ
リゾー ンのジャルコットのMuktinathTraditional
MedicalCentreでの入手品,1994年8月21日
(KANP3038).
同じく地上部の全形品で，長さ約30cm.草質
茎は黄褐色を呈し，灰褐色の木質茎から分枝する．
草質茎は径2.0～2.4mm,節間の長さは通常2.0～
4.6cm,とくに短いものでは1.5cm.表面には線
状の筋が認められるが滑らかである．節には茶色
の鱗片葉が残存していることもあるが，多くは脱
落している．花，果実はともに認められない．節
間横切面において表皮下繊維群数が37～43群，そ
の一群を構成する繊維数が22～23個であることか
ら，組織学的にEpgchycIn血であることを確証
した．
3．「BALU｣(Fig.1-c):ブー タン，ティンプー
の伝統医学病院での入手品，1991年9月28日
(KANP1305).
外形は前述の「TSHE」に酷似する．長さ12~
15cm,草質茎は径1.6～1.8mm,節間の長さは通
常2.5～4.5cm,とくに短いものでは2.Ocm.表面
には線状の筋が認められ，やや粗雑である．鱗片
葉の多くは脱落し，花，果実ともに認められない．
節間横切面において表皮下繊維群数が16～19群,
その一群を構成する繊維数が36～49個であること
から，組織学的にEgemFMJjα"αであることを確
証した．
考察および結論
1．実験に供したネパール，シッキムおよびブー
タンの助hedm属全117株は，組織学的に草質茎
節間中央部の横切面において，表皮直下の繊維群
の数の違いにより明確に2群に分けられ，それら
は雌株の珠孔管の形態的特徴からEge""加"α
Wall.exStapfとEp(zchycね血Boiss.であると同
定された．表皮直下に存在する繊維群の数は前者
では9～25群（一株内の平均値は12～23群)，後
者では24～58群（同28～53群）で後者に多く，そ
の1群を構成する繊維数は前者では14～60個，後
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Fig.3.Correlationbetweenthenumberofsubepidermalfiberbundlesandthe
numberoffibersinthebiggestsubepidermalfiberbundles(ThenumMrshows
theaverageineachspecimen).O:Egem耐施"αWall.exStapflO:E
pac勿肥地血Boiss.
者では11～37個で，前者に多い傾向があった．そ
の他,Epcchycﾉ"血において草質茎の直径がより
大きい傾向があった．また，西部ネパールの概ね
アンナプルナ以東（東経83.53′以東）のE
gem廊加"αでは皮層部繊維群がほとんどなく，あっ
ても木化しないのに対し,EpuchycIndαでは弱く
木化する繊維群が常に10群以上認められることも
両種を区別する特徴であった．従来即hedm属の
比較組織学的な分類形質として報告されている他
の形質についても検討したが，両種の間で明確な
差は認められなかった．結果をTablelに示す．
2．本研究の結果，中部ネパール高山帯のジャ
ルコットにあるチベット医院で入手した「TSHE」
はEpcchyc"血，首都カトマンズにあるチベット
医院で入手した「TSHE」およびブータンの首都
ティンプーにある伝統医学病院で入手した「BA-
LU」はEgem"加"αの，それぞれ地上部である
ことを確証した．これら2種はいずれも従来チベッ
ト医学で使用されていると報告されてきた種とは
異なるものであった．
3．ネパール，シッキム，ブータンのヒマラヤ
地域には4分類群の助he伽属が分布するとされ
ている(LeWisl978)が，本研究で用いた検討資
料はEgem湖α"αとEpachyc胞血の2分類群に
同定された．広い分布域を有するE解、'て加"α
は内部形態的にも幅広い変異を示し，変種var、
sj雌加e"siSを明確に区別することはできなかった
が，この点に関しては別報で詳述する．なお，本
研究でEpgchyc"血と同定した種は西部ネパー
ルの概ねアンナプルナ以東（東経83.53′以東）
には分布が確認されず,Shrestha(1974)がE
i"rermed"var.肋α伽と報告したものと分布域が
重なる．また，ネパールの王立ゴダワリ植物園の
標本庫にはEpachyclC血が所蔵されず,Shrestha
らによりE加花"7zedmvar､肋e鯲αと同定された
標本を入手し内部形態を観察したところ，本研究
においてEpcchyc地血と同定した種と同一分類
群であると判断された．珠孔管の曲折が顕著でな
いことおよびネパールにおけるEj"remzed"var.
肋α畑の分布が疑問視されていること(Lewis
l978）から本研究で検討した資料をEgem"jα"α
およびEpgchyc肱血の2分類群と同定したが,E
ノ
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j"re"""jαをはじめとする，より西部からの標本
と比較するなどしてさらなる検討が必要と思われ
る．
4.西部ネパールの概ねアンナプルナ以西（東
経83°53′以西）で採集されたEgem㎡jα"αの
中には皮層部繊維群が10群以上出現する株が多数
認められた．これらの株は比較的限られた地域か
ら採集されていることから地域的な変異と判断し
た．しかし，西部ネパールのムクチナート周辺に
はEpgchycIMαが同所的に分布していることか
ら，この地域で採集された株については種間雑種
の可能性がある．中西部ネパールで採集された株
は草丈がやや大きく外観的に異なった様相を呈す
ることから分類群を異にする可能性もあり，これ
らについてはさらなる検討が必要である．
5.西部ネパールのカリガンダキ川沿いのジョ
ムソム周辺には，丈が高くて頂生する雌花のみを
有する株と，丈が低くて腋生花のみを有する，外
見上かなり形態を異にする個体がある．また7月
下旬から8月に前者は花期，後者は果実期であっ
た．しかし，ともに珠孔管および鱗片葉の形質と
内部形態はEpcchyclcdaに合致した．前者は比
較的水分の多い道端の平地に見られ,後者は乾い
た斜面に多く見られることから，生育環境の違い
による形態変化と考えられるが，家畜による食害
など他の要因も考えられる．従来，雌花が頂生す
るか腋生するかは本属植物の分類学的な一形質と
されてきたので，本形質については他種をも含め
てさらなる検討が必要であろう．
6．本研究の結果,Mikageetal.(1987)がE
gem"加"αWall.として報告した実験材料はすべ
て,Epfzchyc地血であったことが判明したので訂
正する．
本研究の検討資料および生薬の一部は，平成7
年度文部省科学研究費国際学術研究（学術調査：
御影雅幸No.07041132)および平成6年度文部
省科学研究費国際学術研究（学術調査:鈴木三男
No.06041043)による調査時に入手したもので
ある．また東京大学総合研究博物館の大場秀章教
授には植物分類学的なご教示を賜り，ネパール森
林省のK.R.Rajbhandari博士には文献入手にご
協力いただいた．さらに検討資料の一部として東
京大学理学部所蔵の謄葉標本を利用させていただ
いた．以上関係諸氏に深謝する．
エンドノート
‘)ネパール，カトマンズのチベット医院
KunphenMedicalのKunsangDorjee氏から入手
した情報（1993)．
2)ジヤルコットのMuktinathTraditionalMedi-
calCentreのSonamNamgyal氏から入手した情
報（1994)．
引用文献
張建生，李勝華，楼之岑1989.国産麻黄的形態組織学
研究1．北方主産的七種麻黄.蒋学学報24(12）：
937-948.
-,-,-1990.国産麻黄的形態組織学研究11．
西南主産種及其官種．蔚学学報25（1）：45-65．
池上正治訳1992.四部医典タンカ全集．平河出版社,
東京pp.217,220,527.
木村康－，高田仁一1930．漢薬麻黄及び麻黄根の生薬
学的研究。薬学雑誌50:563-572．
木島正夫1945a・生薬麻黄の生薬学的研究(第一報）華
北，蒙彊産木本麻黄の研究．薬学雑誌65:67－
75．
-1945b.生薬麻黄の生薬的研究（第二報）蒙彊産
坤hedm属の一品種の研究．薬学雑誌65:76-80.
-1945c.生薬麻黄の生薬的研究（第三報）華北，
蒙彊，満州産草本麻黄の研究（その一)．薬学雑誌
65:482-489.
-1945d.生薬麻黄の生薬的研究（第四報）華北,
蒙彊,満州産草本麻黄の研究（その二)．薬学雑誌
65:490-496.
-1945e.生薬麻黄の生薬的研究（第五報）華北，
蒙彊，満州産各種麻黄の考察．薬学雑誌65:497
-506．
LewisJ.1978.恥hedmL.I)z:HaraH.,StearnW6T.,
WilliamsL.H､J・AnEnumerationoftheFlowering
PlantsofNepal.Vol.1.BritishMuseum(Natural
History),London.p.24.
MikageM.,TakanoA.,JinH.,TomimoriT.andNamba
T.1987.StudiesontheNepaleseCmdeDmgs(VII).
OntheVariationintheMorphologicalAppearances
andtheA1kaloidCOntentsoftheHerbalStemof
助hedmgem㎡ね"αWall.AccordingtotheDiffer‐
encesofHabitats.ShoyakugakuZasshi41(3):290-
214．

